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IM3536
LCRメータ

@EできるHJ

IM3536は、 の��です。
��


����W32- /-IM3536SWP/-IM3536BIASIM3536

IM3536

W32-IM3536-R

W32-IM3536SWP-R

W32-IM3536BIAS-R

W32-IM3536-N

W32-IM3536SWP-N

W32-IM3536BIAS-N

LO GP IB- ボード VX YZ[\

120,000�

240,000�

420,000�

Windows
7/8.1/10/11
(32 or 64bit)
Excel2010
Excel2013
Excel2016
Excel2019
Excel2021
(32bit Only)

NIf

NIf

NIf

ラトックシステムf

ラトックシステムf

ラトックシステムf

����v�
での����

スイープ��
H{|}

�� !による
~�DC-BIAS

����のDC-BIASが��！
C-F C-T C-V��、 ��、 ��

※ユーザー�でE�

��DC-BIASに��なケーブル�
��L( )

GPIBケーブル
��L

バイアス�}ケーブル
��L

プロービングケーブル

��L

DCバイアス 8ユニット
(9268-10)

DCバイアス :ユニット
(9269-10)

または、

※ユーザー�でE�



2/9

��

スタートすると、���で��した
����を���に��した�、
��されたﾞ¢££¤で、��され
た¥'のデータを§¨みます。�
�なら¬­¢®も­}することもが
きます。

チェックボックス「Zµ」にチェックを­けておくと、

��データが»Y¼にZµされます。

・ ¾��¿を§り�えながら、Â々のデータをExcelシートに§¨みます。

・ ¥' Ä��された¢££¤で��された のデータをリアルタイムにExcelシートに §¨みます。 ÅÆ20 ¥までの

データが��して§り¨めます。

・%&' DC-BIAS スイープ をÈいます。(W32-IM3536SWP, W32-IM3536BIAS)、 、��ÊËレベルÎの ��

・�����のデータも�¢に§¨みます。

GP-IBでÏ�したデジタルマルチメータのÓÔÕ  8Õも�¢に§¨がÖ×ます。

◆◆

◆

◆

◆

◆

「W32- 353 BIAS」は、�­け !のコントロールによりDC 8 :-BIASを�}することができます。IM 6

DC-BIAS LCR DC-BIAS C-Vを�}しての メータの�� 、 をスイープしながらの ��などがÜ{になります。

�­けの E !は、キーサイト
 シリーズ、 
f 、DC-BIAS B2900 ADC 6240A/6241A/6242/6243/6244 KEITHLEY

2400/2410/2420/2425/2430/2440/2450/2460/2470
f が@Eできます。

C-F��のã

スイープ��

データロガー

$%&'

DC-BIAS��

�(け��との+,��

äプログラムはExcel�のアドインとしてYZし
ます。Excel�からäアドインをæYすると、Ex
celシート�に、このウインドウがèわれます。
ファンクション,��レンジ,¢££¤,§¨¥'
Îを��し「 」ボタンをクリックするとíîSTART
を+ïします。

L-F��のã C-V (W32-IM3536BIAS)��のã



.047

���からデータの§¨を+ïします。
「 」ボタンをðにñしてから、「 」PAUSE START
ボタンをñすとスポット��モードになり、
「 」ボタンによるスポット��がÜ{にSPOT
なります。

��ôは「õö」、ポーズôは「÷ö」、øùô
は「úö」となります。

データの§¨を�¢ôùします。もう�Ôクリックす
ると、§¨をü+します。

データの§¨をøùします。データの§¨をøùします。

スポット��の¢、��のリトライをÈいます。

���の��を��します。

���のメモリーデータをýみだします。

���のÿ���の��をÈいます。
ÿ�をÈいます。OPEN/SHORT/LOAD

��で が��されたときだけ��されます。RDC

の����を��します。RDC

��するパラメータを��します。

��パラメータをExcelへ��するときの	


を��します。

��モードの��
(W32-IM3536SWP, W32-IM3536BIAS)

・スポット��
��したパラメータÕを��された¢££¤で��§¨を
Èいます。

・%&'��
Excelに��した%&'Õに
づき、��、%&'を�え
ながら��をÈいます。

・+. 8��
Excelに��した+. 8Õに
づき、��、+. 8

を�えながら��をÈいます。

・� 8��
Excelに��した� 8Õに
づき、��、� 8Õ

を�えながら��をÈいます。

・� :��
Excelに��した� :Õに
づき、��、� :Õ

を�えながら��をÈいます。

・��  8��BIAS
BIAS��  8を�えながら��をÈいます。

・��BIAS 8�� (W32- BIAS)IM3536
��に§り­けたDC !を@Eして、DC-BIASの 8
または :を�えながら��をÈいます。

・��  :�� ( - )B BIAS W32 IM3536 IAS

��に§り­けた  !を@Eして、 - のDC DC BIAS
または :を�えながら��をÈいます。

クリックして、����を��します。
の��は、��に�Yで��しておきます。(BIN

は、 の だけを~�します。PC BIN ON/OFF )

��%&'を��します。����は、

���の§����を�� さい。

��ÊËレベルを��します。

�� を��します。 8/ :のリミットÕ

��ÊËの����を��します。

DC-BIASをONに��します。

が��されている"#は、RDC

は、@Eできません。DC-BIAS(INT)

※ は、W32-IM3536BIAS
�� と�� から��ができます。(INT) (EXT)

を��した"#は、�� !の&'をEXT
��します。
�� 8バイアスには、オプションの9268-10
が��になります。
± ～DC 40V,  40Hz 8MHz

9269-10�� :バイアスには、オプションの
が��になります。

～DC 2A, 40Hz 2MHz

データを§¨む¥'を��します。+し、「STOP」ボタン

でいつでもô-できます。

スポット��では、��できるÅÆ¥'は、 Ä¥です。20

また、.も��されていないときは、 Ä¥と/0され20

ます。

����では、 ¥の��¥'が��できます。Max 500

データを§¨む¢££¤を��します。ここで��した

¢£と12の¢££¤では34の56が78します。

.も��が9い"# ゼ ロが��された"#は、Å;

でデータを§り¨みます。

��できるÅÆ¢£は、3600<です。

����では、��し��の¢££¤です。

��レンジを��します。

トリガ��を��します。

「 」はFREE RUNになります。FREE

「 」は、��の>Ô、パソコンからPC

トリガをかけます。

「 」は、���リアーパネルの��トFoot Sw

リガÊË(EXT I/OコネクタのTRIGAB)

からのÊËによりトリガをかけます。

ÅCのデータ§¨¢、��DEFÎのヘッダをExcel

シートに��します。

��+ïからの IJ¢£をExcelシートに��します。

データに¬­¢®を­}します。

データの��とKにシートをスクロールします。

��ÕのリアルタイムZµをÈいます。
Zµ��はソフト�で��¼に��されます。
LOG/LINのZµ��だけが��Ü{です。

「��」タブ
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��に@EするプローブのLさを

��します。

��スピードを��します。

��のアベレージ¥'を��します。

��したNての����をOP、

またはýみだします。

��をプリセットします。

ここにチェックを­けると、��+ï¢に

この��で��したDEをNて���に

RÊします。

チェックを�すと、ここの����は���

に��されません。

チェックを­けると、レンジ�Sを にON

して、 Tに��した��をNて���

にRÊします。

UVの�Wは、���にRÊされません。

��の アドレスを��します。GPIB

ä��と�YにZの��を@Eする"#、

チェックを­けます。 [\は、�]( )

このテキストVをダブルクリックして、

「トリガ^_¢£」と「��ý`て」の��

をbり�えます。

「��ý`て」は、��+ïのC¥の

データがcd�になる"#に、その

データをýみ`てる¥'を��します。

このDEの��は、���の

マニュアルを��ください。

gDEは、 だけがON/OFF

~�=hになります。

それi�の��は、��に

�Y��しておいてください。

ダブルクリックすると、Å�
Vの��が

NてのVにコピーされます。
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「=>」タブ

ショートÿ�の をbり�えます。ON/OFF

オープンÿ�の をbり�えます。ON/OFF

ロードÿ�の をbり�えます。ON/OFF

j)

gÿ�の[\��は、��に�YでÈっておく��がlります。

ソフト�のH{は、gÿ�の だけを~�します。ON/OFF

「MEMORY」タブ
LCR LCR ON/OFF /メータのパネルに��されている��Õを、 メータ�mのメモリーにOP 、OP+ï øù、

OPデータを シートに§りÖしなどをÈいます。Excel

LCRメータ�にOPされているデータ'を§nします。

もし、データがOPされていれば、「メモリーデータ§n」ボタンがlpになります。

LCRメータ�にOPされているデータ'を§nします。

もし、データがOPされていれば、「メモリーデータ§n」ボタンがlpになります。

LCR Excelメータ�にOPされているデータ'を シートに§り¨みます。

LCRメータ�にOPされているデータをNてクリアーします。

LCR FREE RUN ( )メータを に��します。 »Y��し��

LCR HOLD MODE ( )メータを に��します。 ��トリガ��

LCRメータにトリガをRÊします。

LCRメータをローカルモードにrし、�YsZがÜ{になります。

LCR ONメータ�メモリーへのOPモードを にします。

LCR OFFメータ�メモリーへのOPモードを にします。
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「 ?@」タブDC ��パラメータに「 」を��した¢だけ��されます。DCR

の����を��します。DCR

DCRの��レンジを��します。

JUDGE�SのON/OFFの��。

u vwÔモードの の��。Z ON/OFF

DC ON/OFFオフセットの の��。

レンジ�Sの の��。ON/OFF

��レンジyに����を��する。

その��は、 Tの��でÈいます。

チェック9しからチェックを­けたときに

 T��が��されます。

��スピードを��します。

AC !の{E%&'を��します。

アベレージ¥'を��します。

(1 256)～

アベレージ¥'を��します。 ～(1 256)

ダブルクリックすると、Å�
Vの��が

NてのVにコピーされます。

ディレイ¢£を��します。

(0 9.9999s)～

ADJディレイ¢£を��します。

DC 0Vd�するまでの��^_。

(0.003 9.9999s)～

AUTOレンジを��した"#、

そのレンジ��を��します。

�� をH,した��DC-BIAS

DC-BIASをONにします。

「 」を��します。EXT

��  !の&'を��します。BIAS

��  !の[\を��します。BIAS

��  !の アドレスを��します。BIAS GPIB

Ö�のレンジを に��します。AUTO

2 4ABÏ�/ ABÏ�の��をÈいます。

Ö�の~}Õを��します。Ö�の~}Õを��します。

BIAS !の��Õを§nします。

��+ïの¢、 Ö��、この^_¢£をBIAS

~ってから��を+ïします。

�� のÖ�Õを��します。BIAS

�� の 8Ö�/ :Ö�をbり�えます。BIAS

「 」}�のH{になります。W32-IM3536BIAS
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スイープ��

ä��をÈうためには、��+ï�にスイープÕリストを シートに��しておく��があります。Excel

その��したスイープÕをなぞりながら���の��と��をÈいます。セルがUVなると��を��します。

シートへスイープÕリストを��する
�は、��です。Excel

ただし、「�����」にチェックを­けた"#、­けない"#で����が6なります。  T����( )

スイープするJ�をを��します。

・「%&'��」 ス イープ%&'を に��します。Excel

・「+. 8��」 + . 8レベルをスイープします。

・「� 8��」 �  8レベルをスイープします。

・「� :��」 �  :レベルをスイープします。

BIAS BIAS・「��  8��」 � �  8レベルをスイープします

BIAS BIAS・「��  8��」 � �  8レベルをスイープします。

・「��  :��」 � �  :レベルをスイープします。BIAS BIAS

Excelシートに��したスープÕリストのð�
�にカーソルを�いて

このボタンをクリックします。スイープÕリスト
�が��されます。

UVのセルを��すると、スイープデータ»Y����が��され、

スイープデータを»Y¼に シート�にZ�することができます。Excel

 µ��( )

%&'リストを��し��する"#の¢££¤を��します。

%&'リストによる��を.サイクル��するかを��します。

¥までの��がÜ{ですが、12、シートの�A、MAX.200,000

または Aに��すると��は��します。

「�����」にチェックを­けた"#のスイープÕの����が

6なりますからj�してください。

「 」と「 」}�のH{になります。W32-IM3536SWP W32-IM3536BIAS

Excelシートへ��したスイープリストの	
を��します。

NQUスイープのX

50KHz 250KHz 10KHzから まで、 ステップでスイープする"#。

①%&'リストをシートに��します。

②��するパラメータを��します。

④%&'��を��します。

⑤カーソルを「 ］に�いてクリックします。B2

⑥	
を に��します。[K]

⑦Zµにチェックを­けます。

③���のチェックは9し。

「 」をクリックSTART
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スイープデータリストの]^0_��

UVのセルにカーソルを�いて、

ここをクリックすると、�の��が

��され、スイープデータリストを

Excelシートに»Y��できます。

セルがUVではない"#は、

�の��は��されず、

è�のセル
�のデータが、

スイープデートとして@Eされます。

ここをクリックすると.も��せずに��します。

ここにスイープ��を��して、「 へ��」をクリックExcel

すると、スイープデータリストが シートに»Y��さExcel

れます。

��する��は、「�����」のチェックのl9で

 ��/���が��されます。

「�����」にチェックを­けた"#の
��ã

「�����」にチェックを­けない"#
の��ã

スイープ��をÈう"#の、スイープデータのリストを»Y¼にExcelシートに��するH{です。
または、 スイープのデータリストが»Y¼にExcelシート�に��されます。LIN LOG

チェックのl9

8/9



W32-IM3536BIASだけのH{

ここで@EするNてのH� ケーブル�はNて��になります。

GPIB-USB���

GPIBケーブル

GPIBケーブル

IM3536

��DC-BIASE
 8 :!

�� ��によるバイアス
�abDC

バイアス�}ケーブル
��L( )

バイアス�}ケーブル

DCバイアス 8ユニット
(9268-10)

DCバイアス 8ユニット
(9268-10)

DCバイアス :ユニット
(9269-10)

DCバイアス :ユニット
(9269-10)

または、

または、

プロービングケーブル
��L( )

プロービングケーブル

=>する��  !DC-BIAS

Keysight

シリーズB2900A

Keysight

シリーズB2900B Keithley 2450/60/70

Keithley
2400/01/10/20/25/30/40

ADC 6243,6244


ADC 6240A,6241A,6242


�� �}に��なケーブル�DC-BIAS
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